
2007年度 小委員会活動成果報告 
（2008年 2月 15日作成） 

小委員会名 ワークプレイス研究小委員会 主 査 名：仲隆介 
就任年月：2005   年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築計画委員会 委員長名：布野修司 
主 査 名： 

設 置 期 間    2004年  4月   ～    2008年  3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

人々の働き方や働く場所が多様化する社会状況に対応して、単にオフィスビルに

とどまらず様々な業態の働く場を「ワークプレイス」という概念を用いて、横断

的・包括的に研究を展開し、これからの「ワークプレイス」のあり方を提案する

目的で研究活動と研究交流を行う。 

2004 年度 各業態のワークプレイス調査を分担して実施 

2005 年度 調査の補足と討議 

2006 年度 研究結果のまとめ、研究会の開催  

2007 年度 研究会の結果をまとめて出版を目指す。シンポジウムを開催する。 
委員公募の有無：有 

委員構成 
（委員名（所属）） 

 主査 仲 隆介 9720893 京都工芸繊維大学 繊維学部デザ
 イン経営工学科 
 幹事 籾山明久 7110832 (株)ＮＴＴファシリティーズ 
 建築開発本部 

 秋元 馨（公募） 8012784 横浜国立大学 工学部建設学科建
 築学教室 
 鯵坂 徹 9128669 (株)三菱地所設計 第一設計部
 沖塩 荘一郎 5200085 東京理科大学 
 加藤 達夫 会員外 (株)グローバルＦＭ研究集団
 嶋村 仁志 6704479 千葉工業大学 工学部工業デザイ
 ン学科 
 白石 光昭（公募） 8108925 小山工業高等専門学校 建築学科
 谷口 元                 名古屋大学大学院工学研究科 

恒川 和久 9608766 名古屋大学大学院工学研究科
 古阪 幸代 会員外 インターオフィス 
 柳澤 忠 5804096 (有)建築計画連合 
 柳父 行二 9328405 大阪ガス(株) 技術部 
 矢部 昌洋（公募） 8902159 コクヨオフィスシステム（株） 
 吉田 邦彦 5802396 愛知淑徳大学現代社会学部 都市
 環境デザインコース 

 計 15名 

設置WG 
（WG名：目的） 

ワークプレイス研究出版ワーキンググループ 
ワークプレイス小委員会では、過去数年に渡り、最新のオフィスの調査や、異分

野の方も含む多様な議論を通じて、オフィス建築やインテリア、ワーカーの働き

方までを含むワークプレイスに関するさまざまな知見を蓄積してきた。本ワーキ

ンググループは、これらの成果を元に、さらに近年の研究成果をとりまとめ、研

究に根ざしたワークプレイスのあり方に関する書籍を出版することを目的とす

る。 

2007年度予算        

135,000円 
ホームページ公開の有無： 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      7 回（年度内計画を含む） 



刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
なし 

講習会 なし 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 

１． 第４回 ワークプレイス研究会－知的創造性評価 
                      参加者数  39名 

２． 第５回 ワークプレイス研究会－コミュニケーションとオフィス環境 
                      参加者数  38名 

大会研究集会 なし 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 なし 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．第４回ワークプレイス研究会のテーマを「知的創造性評価」とし、計画の分

野に閉じずに、情報分野、環境工学の分野までパネリストを広げ、オフィス

における知的創造性が共通の課題であることを確認できた。 
２．第５回ワークプレイス研究会のテーマを「コミュニケーションとオフィス環

境」とした。第１、第２回とコミュニケーションをテーマに研究会を実施し

てきたが、コミュニケーションを考慮したオフィス空間あり方に関する議論

ができておらず、今回、具体的な空間の話を深めることができた。 
３．研究出版ワーキンググループを作り、これまでの研究会の成果を基に成果の

まとめる準備を開始した。議論の最中であり、まだ評価ができる段階ではな

いが、活発な議論が展開されている。 

委員会活動の問題点 
・課題  

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


